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量、HR および RPE の変化を条件間で比較した。また、






























安静時 36.2±0.3 36.3±0.4 n.s.
試験₁回目終了後 37.0±0.4 37.1±0.4 n.s.
①回復期始め 37.3±0.4 37.3±0.4 n.s.
②回復期10分経過 36.7±0.3 37.1±0.3 p<0.05
③回復期終了 36.4±0.2 36.7±0.3 p<0.05
② - ① -0.6±0.2 -0.2±0.2 p<0.05


























































₁回目 2550±601 2569±520 n.s.
₂回目 2701±632 2327±465 p<0.05







₁回目 47.29±6.06 49.67±3.68 n.s.
₂回目 49.84±4.86 46.38±7.10 n.s.
差 2.55±3.17 -3.29±6.68 p<0.05
n.s. は統計学的有意差がないことを示す。
表₃．最大酸素摂取量の結果について
手のひら冷却あり 手のひら冷却なし p 値
₁回目 6.04±0.74 5.63±1.07 n.s.
₂回目 5.27±0.66 5.34±0.83 n.s.
差 -0.78±0.60 -0.28±0.57 p<0.05
n.s. は統計学的有意差がないことを示す。
表₄．心拍数の回帰式の傾きについて
手のひら冷却あり 手のひら冷却なし p 値
₁回目 0.75±0.14 0.72±0.10 n.s.
₂回目 0.71±0.17 0.75±0.16 n.s.
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